
＜ 初夏のみずべ公園 ～⑪ギシギシに来る虫たち ＞
し ょ か

５月９日ひたち野うしく小３年生と、16日１年生とのみずべ公園の生きもの観察、今回はギシギシ
かんさつ

と、そこに来た虫たちの紹 介です。
しょうかい

4月には幼 虫が大部分だったコガタルリハムシも（第 7号
ようちゅう

を参考に）、この日は逆にほとんどが成 虫でした。葉はやはり、
さんこう ぎゃく せいちゅう は

食べられてぼろぼろの状 態。みずべ公園では、ギシギシの他に
じょうたい

エゾノギシギシ、アレチギシギシ、スイバ、ヒメスイバが見ら

れますが、それらは花や実の形、葉の形と茎へのつき方などで
は くき

見分けることができます。上の写真は何ギシギシでしょうか？

きちんと確かめませんでしたが、むずかしいですね。参考に、
たし さんこう

左はスイバの若い実です。びっしりと、ついていますね。スイ

バは雄の花がつくものと雌の花がつくものが別々で、花粉は風
おす めす か ふ ん

で運ばれるそうです。それにしても、近くでよく見るときれい

な実ですね。
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ギシギシ類の葉を食べるコガタルリハムシ（左）。茎から汁を吸うギシギシアブラムシと、甘い汁をもらうアリ（右）。
るい は くき しる あま しる

スイバの若い実。ギシギシのなかまは、花や実の形、葉の形と茎へのつき
は くき

方で見分けられる。


